
先輩職員インタビュー

被害者援護業務

本部 被害者援護部 療護センターG チーフ

２ ０ ０ ８ 年入構

世界に類を見ない重度後遺障害者のための専門病院

ー入構の決め手は何ですか。

ナスバに入った決め手は、 交通事故の被害者を支える存在だからです。

私は大学のゼミ で交通事故に関する判例研究を行っていました。 判例には赤裸々

に事故の内容が綴られています。 様々な判例を読み込むう ちに、 交通事故の悲惨

さ 、 事故後の苦しみなどをまざまざと 感じ 、 交通事故で辛い思いをしている方に

私が出来るこ と はないのかと 考えるよ う になり ました。 そんなと きにナスバの存

在を知り 、 この組織で頑張り たいと 思いました。

ー業務の役割を教えてく ださい。

ナスバでは、 交通事故に遭い脳に重度の後遺障害を負われた方を対象に、 手厚い治療と 看護、 リ ハビ

リ テーショ ンを行う 専門病院である療護センターを全国に４ 箇所、 療護センターに準じた治療等を行

う 委託病床を８ 箇所、 運営・ 設置しています。 私が所属している療護センターグループでは、 この療

護センターや委託病床の運営に関わるお仕事をしています。

その中でも私が携わっているのは、 療護センターで使用する医療機器の調達、 予算管理、 療護センターや

委託病床への監査などです。 病院の運営や医療機器などは馴染みがないものが多く 、 制度や仕組みを理解

するこ と は難しいです。 しかし、 今まで知るこ と がなかったものについて理解を深めるこ と が出来ると い

う 楽しさがあり ます。

ーやり がいは何ですか。

寄り 添う ナスバ 頼れるナスバ

この部署でのやり がいは、 月並みではあり ますが療護センターのスタッ フの方から感謝のお言葉をいただ

いたと きです。 自分の仕事が病院のスタッ フの環境を改善し 、 そのこ と によって入院患者の方へより よい

サービスが提供されているこ と を感じたと きにやり がいを感じています。 やってきたこ と が誰かの役に

立っていると いう こ と を感じたと きに頑張ってきて良かったと 達成感を感じます。



ー職場の雰囲気でよいと こ ろはなんですか。

現在、 国のモデル事業と して脊髄損傷者のための専門病院の設立や老朽化してきた療護センターの建て替え

など、 大きな課題が多く ある部署です。 一人一人業務量も多く 大変ではあり ますが、 皆が責任感を持ち大き

な仕事に打ち込み、 結果を出していると こ ろがこの部署の良いと こ ろだと 思います。

自己紹介

自分の「 可能性」 と 「 夢」 を見つめて

休暇は、 旅行をしています。 知らない土地に行く のは

躊躇しがちでしたが、 ナスバでは全都道府県に事務所

があり ます。 異動で各地を巡るう ちに、 今では旅行が

趣味になり ました。 今は全ての都道府県に１ 度は行く

こ と を目標に、 計画を立てて旅をしています。

ー将来の目標を教えてく ださい。

ナスバの仕事は、 事故防止、 被害者支援、 アセスメ ント と 多岐にわたり ます。 私は入構以降、 積極的に資格

を取得し様々な業務の経験を積んできました。 今は、 本部にしかない療護センターに関わる部署で仕事が出

来ています。 この経験を活かし 、 どこの部署に行ったと しても全体の業務を意識した仕事をしていきたいと

考えています。

ー最後に学生の方に向けてメ ッ セージをお願いします。

ナスバには、 社会貢献をしたいと 思って入ってこ られる方が多い印象を

う けます。 ナスバの強みは、 被害者支援と 自動車事故防止を通して、 安

全・ 安心・ 快適な社会作り に貢献する事業を行っているこ と です。

これは、 利益を出さなく てはいけない民間企業ではなかなか行う こ と が

難しい事業だと 思います。 一緒にクルマに関わる方々に寄り 添い、 支え

る仕事をしてみませんか。 皆さんにお会いできるこ と を楽しみにしてい

ます。



先輩職員インタビュー

被害者援護業務

広島主管支所 チーフ

２ ０ １ １ 年入構

ナスバでしかできない業務を行う ”誇り ”を胸に

ー入構の決め手は何ですか。

私は高校生３ 年生の頃、 親友を交通事故で亡く したこ と がきっかけで、 ”悲惨な事

故で悲しむ人を１ 人でも無く していきたい”と 強く 思う よ う になり ました。 後の就

職活動でも 、 こ の思いを実現できる仕事がしたいと 探していたと こ ろ、 事故の未

然防止から事故被害者の支援までを総合的に行っているナスバと 出会い、 入構を

志望しました。

ー業務の役割を教えてく ださい。

ナスバは国土交通省管轄の独立行政法人で、 自動車事故に関わる幅広い業務を行っています。

その中でも 、 私は「 被害者援護業務」 に⾧ く 携わっているこ と から 、 こ こ でご紹介したいと 思います。

①重度の障害を負われた方々に対する支援

事故によって重い障害を負われた方々に対して経済的及び精神的な支援を行っています。

経済的支援と は、 その方が介護に必要な費用を支給する業務です。 車いす等の介護用品の購入費やヘルパー

さんの利用料など、 多く の費用を支給するこ と になり ますので、 正確さが求められます。

続いて、 精神的支援と は、 その方のご家庭へ伺い、 健康状態の確認や介護の情報提供を行ったり 、 意見交換

を行っていただく 交流会等を企画する業務です。

②交通遺児の支援

事故によって保護者を失ったお子さ まに対して経済的及び精神的な支援を行っています。

突如、 一家の大黒柱を失ったご家庭は経済的に苦し く なり ますので、 経済的な支援と して、 生活資金の無利

子貸付を行っています。 また、 お金をお貸しするだけではなく 、 精神的支援と して交流会や集い（ 旅行会）

等を企画しています。

①、 ②と もに共通するこ と ですが、 被害者の方々は、 それぞれ身体の症状や家庭環境等が全く 異なるため、

一人一人に応じたきめ細やかな対応が求められます。 それがこの業務の難しさであると 同時にスキルの見せ

所だと 思います。

ーやり がいは何ですか。

上述しましたと おり 、 被害者援護業務は一人一人に応じたきめ細やかな対応が求められるため、 と ても難し

い業務だと 思います。 しかしながら 、 被害者の方々から 「 あり がと う 」 と いう 言葉をいただく こ と が多く 、

と てもやり がいを感じる業務でもあり ます。

また、 こ の業務を通して色々な方と 出会う こ と ができます。 事故後、 車いす生活を余儀なく された方がス

ポーツを楽しんでいたり 、 手が不自由になっても口で筆をく わえて絵を描いていたり 、 障害を負っても人生

を前向きに過ごされている姿に元気をも らっています。



ー職場の雰囲気でよいと こ ろはなんですか。

職場の皆、 共通して”事故で悲しむ人を１ 人でも無く していきたい” と いう 思いを持って働いています。

同じ思いを持つ仲間と 働けているこ と をと ても幸せに感じています。

自己紹介

自分の「 可能性」 と 「 夢」 を見つめて

所属： 広島主管支所

出身地： 神奈川県

入構６ 年目までは安全指導業務を担当、 その後、

被害者援護業務を６ 年担当し 、 今年度からは

総務・ 経理業務を主に担当しています。

プライベート では、 ３ 児の子どもの父親と して

育児をしています。

ー将来の目標を教えてく ださい。

周囲に良い影響を与えられる人物になり たいと 思っています。

物には可燃性、 不燃性、 自燃性のものがあるよう に、 人間のタイプにも火を近づけると 燃え上がる可燃性の

人、 火を近づけても燃えない不燃性の人、 自分でカッ カと 燃え上がる自燃性の人がいると 言われています。

何か大きなこ と を成し遂げるためは、 自ら燃える情熱を持つ、 すなわち自然性であるこ と が求められますが、

私はさ らに一歩進んで、 人の心に点火し 、 周囲を燃え上がらせて、 大きなこ と を成し遂げていける 「 点火

型」 の人間になり たいと 考えています。

ー最後に学生の方に向けてメ ッ セージをお願いします。

ナスバは公共性の高い組織ですので、 よ り 良い社会の実現に向けて貢献した

いと 考える方にと っては、 と ても適した職場だと 思います。 特に被害者援護

は、 公的な福祉制度の下、 まさに「 ナスバでしかできない業務」 を行ってい

ます。

単純な利益追求の業務ではなく 、 こ う した大義ある業務を行う ”誇り ”と ”責任”を

持てるのはナスバならではだと 思いますので、 ぜひ就職先の一社と して考えて

いただければ幸いです。



先輩職員インタビュー

被害者援護業務

東京主管支所 スタッ フ

２ ０ １ ９ 年入構

ナスバにしかできない被害者援護業務

ー入構の決め手は何ですか。

「 被害者支援と 自動車事故防止を通して、 安全・ 安心・ 快適な社会作り に貢献す

る 」 と いう 使命です。

就職活動時、 「 人や社会の役に立つこ と 」 を軸にしていたと こ ろ、 独立行政法人

と いう 組織を知り ました。 また、 そこで被害者支援と いう 大義ある業務を行って

いるナスバを知り 、 自分もその一員と なり 、 人や社会に貢献していきたいと 思い、

志望しました。

ー業務の役割を教えてく ださい。

現在、 東京主管支所において被害者援護業務に携わっており ます。 被害者援護業務は大きく 分けて2つあり

ます。

①自動車事故により 重度の後遺障害を負われた方への経済的支援及び精神的支援

②交通遺児等に対する育成資金の無利子貸付

その中でも 、 わたしは主に①を担当しています。

経済的支援と して、 介護料（ 重度後遺障害で常時・ 随時介護が必要な方への、 介護に係る費用） の支給業務

を行ったり 、 精神的支援と して、 介護料受給者の方のご自宅等へ訪問し 、 現状やお困り 事等をお伺いしたり 、

情報や意見交換の場と して交流会を開催したり しています。

ーやり がいは何ですか。

寄り 添う ナスバ 頼れるナスバ

自動車事故による死亡者数は年々減少していますが、 重度の後遺障害が残られる方は横ばい傾向です。 それ

は、 一命は取り 留めたものの、 常時又は随時介護が必要になり 、 今まで通り の生活が送れなく なった方は

減っていないと いう こ と です。 ナスバはそのよう な方やそのご家族に対し 、 経済的、 精神的支援を行ってい

ます。 一人ひと り の人生に関わり 、 支えていく こ と は非常にやり がいがあり ます。



ー職場の雰囲気でよいと こ ろはなんですか。

風通しが良いと こ ろです。 わからないこ と 、 困ったこ と があっても 、 先輩職員の方々に助けを求めやすく 、

安心感があり ます。 また、 困った様子であれば、 周り から声を掛けていただけるよ う な環境にあり ます。

わたし自身も周り の方々に対してそのよう に気配り ができる人であり たいと 常々感じています。

自己紹介

自分の「 可能性」 と 「 夢」 を見つめて

休日は、 基本的にはアニメ や映画を観るなどまったり と 過ご

しています。

しかし 、 旅行も好きで、 ふらっと 国内旅行を行う こ と も あり

ます。 新幹線や日頃乗るこ と の無い特急列車を予約してみたり 、

敢えてそう いったものを使わずに車窓をぼーっと 眺めたり 。

楽しいこ と はいろいろ体験してみたいなと 思っています。

ー将来の目標を教えてく ださい。

交通事故による重度後遺障害を負ってしまった方一人ひと り の人生に関わり 、 支え続けるこ と です。

そのためには、 そう いった方々から信頼を得るこ と が必要です。 日々の業務を誠実に取り 組むのはもちろん

のこ と 、 組織内外で行われている研修にも参加し 、 知識や経験を積み重ねています。

ー最後に学生の方に向けてメ ッ セージをお願いします。

ナスバの業務では、 交通事故により 重度の後遺障害を負われた方や、 事

業用自動車等の運転者、 事業用自動車の安全運行を管理する運行管理者

など、 様々な方と 関わり ます。 業務内容も多岐にわたり 、 それら全てを

身につけるのには努力を要します。 しかし 、 目の前の方への思いやり や、

学ぶ気持ちがあれば、 誰でも活躍できると 思います。

将来、 皆様と 一緒に働ける日を心待ちにしており ます！


